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荻
生
担
保
の

『
築
書
』
校
閲
と
そ
の
所
産

陶

徳

民

(;t 

じ

め

思
想
史
学
に
と
っ
て
、
思
想
家
の
生
涯
の
事
績
や
著
述
の
経
緯
な
ど
の
究
明
が
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
な
作
業
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、

岩
橋
遵
成
氏
『
担
保
研
究
』
、

今
中
寛
司
民
『
但
傑
学
の
基
礎
的
研
究
』
、

近
年
出
版
の
平
石
直
昭
氏
『
荻
生
但
保
年
譜

考
』
な
ど
は
担
保
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
労
作
だ
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
『
荻
生
但
保
全
集
』
、

『
日
本
思
想
大
系
羽
・
荻
生
担
保
』

や
『
近
世
儒
家
文
集
集
成
3
・
但
棟
集
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
の
刊
行
も
研
究
者
に
多
大
の
便
利
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
担
保

の
い
く
つ
か
の
著
作
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
な
お
不
明
な
点
が
あ
る
の
で
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
気
付
い
た
史
料
に
も

と
づ
き
、
祖
僚
の
『
柴
書
』
校
閲
と
そ
の
所
産
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

『
禁
書
』
に
つ
い
て

『
築
書
』
の
校
聞
は
但
傑
の
晩
年
の
主
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
由
来
に
つ
い
て
、
荻
生
鳳
鳴
の
撰
に
な
る
「
祖
保
先
生
親
類
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（

1）
 

由
緒
書
」
は

享
保
十
ハ
一
七
二
五
〉
己
年
七
月
八
日
、
清
人
朱
成
章
献
上
之
御
書
物
、
鄭
世
子
朱
栽
培
禁
書
、
校
閲
御
用
被
－
一
仰
付
一
、
有
馬
兵
庫
頭
殿
被
ニ
申
渡
一
、

相
勤
申
候
。

（

2〉

と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
『
有
徳
院
殿
御
賓
紀
』
巻
廿
一
の
享
保
十
年
七
月
八
日
条
に
も

八
日
松
平
甲
斐
守
吉
里
が
儒
土
荻
生
惣
右
衛
門
茂
卿
に
。
清
人
朱
伺
章
が
献
ぜ
し
柴
書
の
校
閲
を
命
ぜ
ら
る
。

と
あ
る
。
こ
の
根
本
史
料
を
も
と
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
近
代
の
史
家
内
藤
監
曳
が
『
江
戸
文
学
志
略
』
の
第
九
章
「
有
徳
公

資
文
ノ
事
」
に
お
い
て
、
徳
富
蘇
峰
が
『
近
世
日
本
国
民
史
』
の
巻
二
十
一

ヱ
ロ
宗
時
代
』
に
お
い
て
こ
の
一
件
に
ふ
れ
て
い
る
。
但

保
研
究
の
専
門
家
に
よ
る
略
年
譜
、

た
と
え
ば
、
岩
橋
遵
成
氏
の
「
祖
保
年
譜
」
、
今
中
寛
司
氏
の
「
但
保
関
係
年
表
」
、
辻
達
也
氏
の

「
荻
生
祖
徳
年
譜
」
な
ど
、

い
ず
れ
も
こ
の
事
を
一
項
目
と
し
て
設
け
て
い
る
。

し
か
し
、
周
知
の
通
り
、
こ
こ
に
言
う
『
蝋
栄
誉
』
す
な
わ
ち
『
築
律
全
書
』
は
明
の
鄭
世
子
で
あ
り
、
十
二
平
均
律
の
発
見
者
で
あ

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
、
全
部
で
百
万
言
に
の
ぼ
る
大
著
で
あ
る
。
朱
伺
章
が
献
上
し
、
そ
し
て

（

3
）
 

但
僚
が
校
関
し
た
の
は
、
果
し
て
そ
の
一
部
か
全
部
か
は
、
数
年
前
に
な
お
「
不
明
」
な
点
と
さ
れ
て
い
た
。
近
年
の
実
証
的
な
研
究

る
朱
載
堵
（
一
五
三
六

l
ニ
ハ
一
一
）

は
こ
の
問
題
の
解
明
に
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、

前
述
の
平
石
直
昭
氏
『
荻
生
但
保
年
譜
考
』
で
あ
る
。
但
僚
が
「
与
富
春
山
人
第
八
書
」

「
校
書
之
役
」

に
言
及
し
た

（

4
）
 

は
、
従
来
、
幕
府
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
「
六
諭
釘
義
に
訓
点
を
施
す
役
目
」
を
指
す
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
平
石
氏
は
そ
れ
が
『
築

〈

5〉

書
』
の
校
聞
を
指
す
と
証
明
し
て
い
る
。
富
春
山
人
す
な
わ
ち
田
中
省
吾
に
対
し
て
、
返
事
が
た
い
へ
ん
遅
れ
た
理
由
を
説
明
し
た
こ

（

6
）
 

の
第
八
書
に
、
担
保
は
火
災
の
ほ
か
、
「
校
書
之
役
」
に
つ
い
て
、



得
レ
反
ニ
故
辰
一
。
則
有
ニ
校
春
之
め
一
。
中
貴
伝
レ
命
。
事
骨
＝
皆
川
W
－
。
縫
レ
無
ニ
俄
然
之
迩
一
。
乃
有
ニ
季
氏
之
責
一
。
普
天
率
土
。
執
不
レ
藤
レ
盤
O

L町
恥
官
会

勤
。
白
レ
秋
連
レ
冬
。
窮
コ
日
之
力
－
。
焚
レ
膏
継
レ
之
。
当
ニ
其
時
一
也
。
又
承
ニ
尺
一
之
脱
－
。
臓
尽
歳
更
。
蕊
始
レ
削
臆
。
修
エ
其
ニ
者
之
報
一
湾
乎
爾
。

足
下
其
恕
哉
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
の
は
、
『
築
書
』
校
閲
と
い
う
公
役
、

い
い
か
え
れ
ば
、
使
命
の
重
大
さ
と
、

校
書
の
仕
事
の

量
の
多
さ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
但
僚
は
「
自
レ
秋
連
レ
冬
」
の
数
カ
月
を
か
け
て
、
夜
を
日
に
つ
い
で
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
き
た
わ
け
で

荻生f且係の『柴書』校関とその所産

あ
る
。い

ま
一
つ
は
、
大
庭
修
氏
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
の
研
究
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
朱
欄
章
、
朱
子
章
、
朱
来

「
築
書
一
部
六

掌

の

兄

弟

三

人

が

一

七

二

五

将

軍

吉

宗

に

献

上

し

た

の

は

（

7
）
 

套
、
詩
牌
一
箱
、
長
江
図
画
一
軸
、
枝
珊
瑚
対
一
箱
、
銀
鼠
皮
駕
寵
蒲
団
二
の
五
品
」
だ
と
言
う
。
恰
も
長
崎
書
物
改
役
五
代
自
の
向

〈

8
）

井
富
が
一
八

O
四
（
文
化
元
）
年
八
月
に
編
纂
し
た
『
商
舶
載
来
書
目
』
の
「
享
保
十
乙
巳
年
」
項
に
も
コ
築
書

（
享
保
十
）
年
の
六
番
船
で
二
月
五
日
に
入
港
し
た
が
、

一
部
六

套
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
両
者
は
同
一
の
も
の
に
関
す
る
記
載
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
套
」
は
「
包
」
と

（

9
）
 

い
う
意
味
で
、
一
部
の
『
集
室
田
』
は
「
六
套
」
に
包
ま
れ
た
本
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
『
梁
書
』
の
巻
供
の
多
い
こ
と
は
十
分

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
傍
証
か
ら
、
朱
偏
章
が
献
上
し
た
、
そ
し
て
祖
棟
が
校
閲
し
た
『
梁
書
』
は
『
築
律
全
書
』
の
一
部
で
は
な
く
、
全
部
で
あ

ろ
う
と
一
応
推
定
で
き
る
が
、
そ
の
内
訳
は
な
お
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
現
在
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
紅
葉
山

文
庫
本
『
祭
律
全
書
（
柴
書
）
』
（
函
架
番
号
経
六
五

l
一）

53 

は
す
な
わ
ち
前
述
の
『
柴
書
』
だ
と
い
う
仮
説
を
提
出
し
た
い
と
思
う
。

〈

m〉

ま
ず
、
該
書
の
刊
記
と
目
録
を
検
討
す
る
。
『
改
訂
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
に
よ
る
と
、
紅
葉
山
文
庫
本
『
柴
律
全
書
（
築
書
）
』
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は
、
「
明
朱
載
堵
」
の
撰
で
、
「
明
寓
窟
三
一
刊
」
の
、
「
四
八
」
冊
か
ら
な
っ
て
い
る
大
作
だ
そ
う
で
あ
る
。

見
た
と
こ
ろ
、

黄
色
の

表
紙
で
、

縦
三
二
・
九
五
糎
、
横
二
三
・
六
糎
と
い
う
寸
法
の
堂
々
、
た
る
書
物
で
あ
る
。
た
だ
、

「
高
暦
参
拾
壷
年
捌
月

初
参

日

刻
完
」
と
い
う
刊
記
は
第
四
十
八
冊
の
大
尾
に
あ
る
の
で
は
な
く
ブ
第
四
十
四
冊
「
算
（
算
）
学
新
説
」
の
終
り
に
あ
る
。

一
方
、
荻
生
但
僚
は
「
校
書
」
を
し
た
あ
と
、
そ
の
『
築
書
』
は
本
物
の
「
寓
暦
年
中
」
の
刻
本
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑

〈口）

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
駁
朱
度
考
』
の
中
で
彼
は

朱
載
靖
ハ
明
ノ
島
田
酌
恥
恥
ノ
入
ナ
リ
。
高
暦
元
年
ヨ
リ
嘗
享
保
十
二
年
マ
テ
二
百
七
十
三
年
ナ
レ
ハ
。
右
ノ
御
本
ハ
朱
載
靖
カ
時
ノ
板
行
ニ
テ
ハ
ナ

グ
。
重
刻
ニ
テ
ア
ル
ヘ
シ
。

と
指
摘
し
て
い
る
。

」
の
疑
い
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

但
傑
が
校
閲
し
た
の
は
た
し
か
に
「
高
麿
」
某
年
と
記
さ
れ
て
い
る
『
梁

書
』
で
、
そ
れ
と
紅
葉
山
文
庫
本
『
柴
律
全
書
（
築
書
）
』
と
は
、
刊
記
が
「
寓
暦
」
年
間
だ
と
い
う
点
で
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

紅
葉
山
文
庫
本
『
繁
律
全
書
（
梁
書
）
』
の
目
録
と
担
保
が
校
閲
し
た
司
祭
書
』

の
目
録
と
の
一
致
も
注
目
す
べ
き
事
実

で
あ
る
。
四
十
八
冊
の
紅
葉
山
文
庫
本
は
各
冊
の
表
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
題
塞
が
あ
る
。
第
一
冊
「
築
書

聖
帯
高
年
暦
一

一
」
の
よ
う
に
、

題
筆
は
全
書
の
総
称
、
当
該
冊
の
具
体
書
名
と
そ
の
書
の
巻
数
、
通
し
冊
数
と
い
う
願
で
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
写
真
A
参
照
）
。

こ
う
見
れ
ば
、

該
書
の
原
書
名
は
た
し
か
に
『
築
書
』
で
、

『
柴
律
全
書
』
と
い
う
の
は
多
分
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
を
作
成

し
た
際
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
第
一
冊
の
始
め
に
「
築
書
融
自
」
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
に
は
数
カ
所
の
誤
刻

（ロ）

と
疏
漏
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
国
立
公
文
書
館
の
図
書
専
門
官
長
調
停
孝
三
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
文
庫
は
全
て
巻
頭
書
名
を
正
式
の

書
名
と
し
て
お
り
、
原
書
の
総
目
等
と
異
な
る
事
が
間
々
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
に
原
書
の
「
総
自
」
よ
り
も
正
し

（お）

い
『
改
訂
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
に
お
け
る
該
書
の
目
録
を
抄
出
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



第
一
・
一
一
冊

聖
蕎
高
年
暦
二
、
第
二
・
三
冊

高
年
暦
備
考
古
一
、
第
四
｜
六
冊

律
暦
融
通
四
、
第
七
・
八
冊

操
綬
古
楽
譜
一
、
第
九
・
一

O
間

六
代
小
舞
譜
二
、
第
一
一
一
冊

単
品
譜
一
、
第
十
九
！
二
四
冊
郷
飲
詩
端
末
譜
六
、
第
二
五
l
一
二
六
冊

端
末
翠
新
説
一
、
紫
綬
古
文
一
、
第
四
四
冊

霊
星
小
舞
譜
一
、
第
十
七
・
十
八
冊

旋
宮
合

小
舞
郷
笑
盛
岡
一
、
第
十
二
冊

二
信
緩
兆
圏
一
、
第
十
一
一
一
1
十
六
冊

律
呂
精
義
型
掃
一

o、
第
三
七
i
四
二
部

律
呂
精
義
外
篇
一

o、
第
四
三
冊

算
撃
新
設
一
、
第
四
五
！
四
八
冊

（

H
H〉

一
方
、
担
保
は
『
度
量
考
』
の
「
度
考
」
に
、

律
事
新
設
四

荻生但僚の『祭書』校関とその所産

（
前
略
〉
而
載
清
狂
気
所
レ
使
。
作
ニ
聖
書
高
年
暦
。
及
備
考
。
律
廃
通
融
o

操
緩
古
祭
譜
。
六
代
小
舞
譜
。
小
舞
郷
架
道
問
。
二
借
綴
兆
譜
。
震
星
小

舞
譜
。
旋
宮
合
楽
譜
。
郷
飲
詩
崩
武
道
問
。
律
呂
精
義
内
外
篇
。
祭
事
新
設
。
柴
経
古
文
。
算
事
新
設
。
律
翠
新
設
。
亡
慮
数
十
巻
↓
余
嘗
奉
レ
教

関－一其室田↓

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
が
「
教
」
す
な
わ
ち
命
令
を
奉
じ
て
校
「
閲
」
し
た
「
其
書
」
は
「
数
十
巻
」
か

ら
な
っ
て
い
る
、

し
か
も
そ
の
具
体
書
名
の
順
番
は
紅
葉
山
文
庫
本
『
柴
書
』
の
目
録
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事

紅
葉
山
文
庫
に
は
朱
載
堵
の
撰
に
な
る
『
祭
書
』
が
こ
の
一
部
し
か
な
い
、

（お）

順
が
か
な
り
違
っ
て
い
る
、
な
ど
の
事
実
と
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
両
者
は
同
一
の
書
物
だ
と
い
う
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

と

『
柴
律
全
書
』
は
版
本
に
よ
っ
て
具
体
書
名
の
排
列

つ
ぎ
に
、
紅
葉
山
文
庫
本
『
繁
書
』
に
お
け
る
附
筆
を
考
察
す
る
o
調
べ
た
と
こ
ろ
、
『
繁
書
』
の
中
で
、
『
律
摩
新
設
』
の
巻
一
で

あ
る
第
四
十
五
冊
と
同
巻
二
で
あ
る
第
四
十
六
冊
と
同
巻
四
で
あ
る
第
四
十
八
冊
と
の
三
冊
に
二
十
カ
条
の
附
筆
が
つ
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

附
築
の
多
く
は
当
該
丁
の
文
章
を
抄
録
し
た
上
で
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る

（
写
真
B
参
照
）
。

大
抵
欄
外
に
貼
っ
て
あ
る
が
、
第
十
七
か
ら
二
十
ま
で
の
四
カ
条
（
写
真
D
参
照
）

は
第
四
八
冊
の
第
三
二
丁
裏
と
三
三
丁
表
と
の
間
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に
は
さ
ん
で
い
る
一
枚
の
大
き
い
紙
に
書
い
て
あ
る
。
そ
の
内
容
は
第
三
二
丁
裏
の
文
章
や
附
筆
と
直
接
関
連
し
て
い
る
の
で
、
同
じ
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作
者
に
よ
る
も
の
に
違
い
な
い

（
写
真
C
参
照
」
。

さ
て
、
附
筆
の
箇
所
は
次
の
一
覧
表
の
通
り
で
あ
る
。

附重喜一覧表

警警｜需霊｜管制丁数｜表裏
45 1 2 裏

2 46 2 2 表

3 ，， ,, 4 裏
4 ，， ，， 5 表

5 ，， ，， 5 。
6 ，， ，， 5 " 
7 ，， ，， 7 " 
8 48 4 18 裏
9 ，， ，， 21 ，， 

10 ，， ，， 22 表

11 ，， 
" 29 

，， 

12 ，， ，， 30 裏
13 ，， υ 31 表

14 ，， ，， 
" 

，， 

15 " 
，， 32 裏

16 ，， ，， 
" 

，， 

17 ，， ，， ，， ，， 

18 ，， ，， ，， ，， 

19 ，， ，， ，， ，， 

20 ，， ，， 
" 
。

こ
こ
に
考
え
る
べ
き
問
題
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
附
筆
の
筆
者
で
、
も
う
一
つ
は
そ
の
内
容
で
あ
る
。
筆
跡
に
つ
い
て
、
片
仮
名
の

筆
画
の
配
り
や
漢
字
の
筆
鋒
、
と
く
に
「
開
」
、
「
漢
」
、
「
銭
」
な
ど
の
字
に
あ
ら
わ
れ
た
癖
か
ら
見
れ
ば
、
同
内
閣
文
庫
所
蔵
の
紅
葉

山
文
庫
本
『
名
家
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
荻
生
考
』
の
筆
跡
と
よ
く
似
て
い
る
。

大
庭
僑
氏
の
解
題
に
よ
る
と
、
『
荻
生
考
』

（
叫
山
）

は
「
荻
生
観
の
筆
蹟
」
だ
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
附
筆
も
ま
た
荻
生
観
の
筆
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
附
筆
の
分
布
と
内
容
を
見
て
み
よ
う
。
分
布
に
つ
い
て
は
、
二
、
十
カ
条
の
う
ち
、
巻
一
の
「
律
皐
新
設
序
」
に
一
カ
条
、



巻
二
の
「
審
度
篇
第
一
之
上
」
に
六
カ
条
、
巻
四
の
「
嘉
量
篇
第
二
」
に
コ
百
条
、
同
巻
四
の
「
権
衡
篇
第
三
」
に
十
カ
条
と
な
っ
て

い
る
。
内
容
も
、

た
と
え
ば
、
第
八
条
「
古
擢
嘗
唐
十
分
之
六
」
、
第
十
一
条
「
十
黍

四
分
為

嘗
作
百
黍
」
、
第
十
四
条
「
以
一
分

一
雨
之
一
分
也
」
な
ど
の
よ
う
に
、
半
数
が
権
衡
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
筆
者
の
問
題
関
心
が
よ
く
現
れ
た
と
言

え
る
の
で
あ
る
。

荻生但僚の『築書』校関とその所産

周
知
の
通
り
、
荻
生
観
は
か
つ
て
『
衡
考
』
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
も
担
保
の
『
度
量
考
』
に
付
加
し
て
、

す
な
わ
ち
一
七
三
三
年
陰

一
つ
の
書
物
と

し
て
出
版
し
た
。
そ
の
経
緯
は
、
彼
が
「
東
都
議
官
」
と
し
て
「
享
保
十
有
八
年
歳
在
笑
丑
孟
廠
之
日
」
、

（
げ
）

歴
正
月
に
書
い
た
「
度
量
衡
考
叙
」
に
、

考
一
一
鐙
律
一
家
不
レ
俸
三
撞
作
エ
権
衡
度
量
↓
卒
極
－
一
明
朱
載
靖
所
レ
造
尺
量
無
v
法
、
茂
卿
嘗
撰
ニ
度
考
量
考
↓
原
z
陪
志
正
日
前
尺

為
ニ
士
口
周
尺
↓
ハ
中
略
）
其
量
由
レ
尺
亦
可
－
一
得
而
推
ペ
唯
権
無
レ
閥
レ
尺
、
乃
閥
一
一
諸
考
↓
適
曾
下
進
呈
、
遂
命
ニ
局
官
一
昼
間

t
金
、
援
ニ
惰
士
山
一
験
日
一

古
稽
一
若
＝
符
契
「
臣
愚
昧
敢
作
＝
衡
考
↓
以
附
一
一
前
室
百
↓
尋
停
下
日
一
巨
額
及
平
義
質
↓
校
正
ニ
前
書
↓
以
－
－
諸
所
レ
引
原
本
↓
其
明
三
種
尺
、
以
－
一
嘉
靖
段
匹
、

企
別
略
）
従
レ
此
而
後
、

今
江
南
官
斗
歩
弓
裁
縫
尺
↓
我
田
畝
里
程
、
以
一
一
文
武
令
一
而
修

t
之
、
而
後

的
賜

省
覧
↓
乃
刊
－
一
布
－
之
↓

と
伝
え
て
い
る
。

」
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
「
茂
卿
」
す
な
わ
ち
但
僚
の
「
度
考
量
考
」

作
成
は
朱
載
堵
批
判

の
た
め
に
な
さ
れ
た
の
で
、
荻
生
観
の
「
衡
考
」
作
成
は
そ
の
仕
事
の
継
続
と
補
完
（
「
以
附
ニ
前
書
乙
）
と
し
て
な
さ
れ
た
と
い
う
こ

と。

荻
生
観
と
平
義
質
す
な
わ
ち
三
浦
竹
渓
が
幕
命
に
よ
り
、
「
前
書
」
つ
ま
り
但
保
の
「
度
考
量
考
」
を
「
校
正
」

「
諸
所
レ
引
原
本
」

も
う
一
つ
は
、

し
た
際
に
使
っ
た
の
は

で
あ
り
、

そ
の
中
に
、

当
然
担
保
が

『
度
量
考
』

に
引
用
し
た
こ
と
が
あ
る
朱
載
靖
の

『
楽
室
田
』
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
附
筆
は
荻
生
観
が
「
衡
考
」
作
成
あ
る
い
は
「
度
考
量
考
」
の
「
校
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正」

の
と
き
に
書
い
た
も
の
だ
と
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、

そ
の
附
筆
が
付
い
て
あ
る
紅
葉
山
文
庫
本
『
祭
書
』
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は
、
す
な
わ
ち
但
僚
が
校
閲
し
た
こ
と
が
あ
る
、
朱
伺
章
ら
が
将
軍
吉
宗
に
献
上
し
た
『
祭
書
』
だ
と
い
う
の
も
自
明
な
こ
と
で
あ
ろ

う

校
関
の
重
点

〈
路
〉

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
担
保
は
『
度
量
考
』
に
『
築
書
』
の
具
体
書
名
を
一
一
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
駁
朱
度
考
』
に
、

扱
、
朱
載
靖
カ
雌
京
一
室
同
ノ
全
体
ヲ
考
ル
ニ
、
嘗
テ
古
ヨ
リ
ノ
停
来
ス
ル
ニ
非
ス
、
只
己
カ
算
数
ヨ

p
工
夫
ヲ
仕
テ
、
楽
ヲ
組
立
タ
ル
モ
ノ
也
。

と
『
楽
番
』
に
対
し
て
、
総
括
的
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
み
れ
ば
、
担
保
の
校
閲
は
『
柴
書
』
の
全
体
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
重
点
は
ど
こ
に
置
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
享
保
十
）

〈
路
）

に
宛
て
た
「
第
二
書
」
は
こ
の
問
題
の
解
明
に
重
要
な
参
考
文
献
な
の
で
、
こ
こ
に
抄
録
す
る
。

（
一
七
二
六
）
年
秋
、
担
保
が
「
水
神
童
」
（
水
足
博
泉
）

承
レ
問
。
律
磨
古
法
甚
筒
。
甚
樫
＝
都
表
一
。
不
倭
好
レ
楽
。
由
レ
是
推
コ
寂
声
律
之
説
一
。
頗
得
レ
尽
z
其
葱
一
。
夏
書
日
。
詩
言
レ
志
。
歌
永
レ
言
。
戸
依
レ

永
。
律
和
レ
声
。
是
律
本
以
m

一
人
音
一
為
レ
準
。
後
世
乃
以
＝
尺
度
累
黍
一
求
レ
之
。
所
ニ
以
失
一
也
。
今
本
邦
所
レ
伝
黄
鐘
。
乃
古
賀
鐙
。
（
中
略
）
如
－
一
三
分
損

益
－
。
亦
大
概
言
レ
之
。
何
則
。
必
以
レ
耳
聴
乃
定
也
。
（
中
略
凶
如
エ
泰
西
山
変
質
鐘
－
o
亦
妄
説
。
何
則
。
律
有
＝
十
二
－
者
。
以
－
－
隔
レ
八
相
生
、
終

而
復
始
。
循
環
無
v
端
也
。
（
中
略
）
其
誤
起
レ
自
レ
不
レ
識
＝
囲
数
一
己
。
〈
中
略
）
暦
不
倭
未
－
一
之
学
－
。
然
以
レ
臆
道
レ
之
。
古
法
必
筒
易
。
ハ
後
略
〉

承
レ
問
。
書
数
二
技
。
〈
中
略
）
数
学
亦
不
倭
未
－
一
之
学
一
。
然
観
＝
於
今
数
学
者
流
－
。
設
－
一
種
一
種
奇
巧
一
。
以
誇
コ
其
精
微
－
。
其
実
無
レ
周
一
一
於
世
一
。
故

知
レ
古
法
必
骨
也
。
且
如
＝
円
率
一
。
乃
積
レ
方
以
測
レ
之
。
雄
Z

積
至
＝
数
万
一
。
亦
有
－
一
数
万
微
塵
弧
不
v
入
ν
算
。
量
足
レ
為
z
円
率
目
哉
。

ιr歳
骨
入
札
w
z

朱
載
埼
築
書
一
。
朝
廷
伴
－
一
不
倭
考
関
一
。
中
有
国
同
円
率
－
。
本
＝
諸
周
礼
周
惇
目
。
其
法
如
レ
可
レ
拠
。
然
未
レ
審
－
一
其
如
何
－
。

」
の
書
簡
に
よ
っ
て
、
但
保
が
「
楽
」
を
好
み
、

「
戸
律
之
説
」
に
詳
し
く
、

自
信
満
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
彼
は
「
古



法
」
、
「
古
黄
鐘
」
を
貴
び
、
「
三
分
損
益
」
、
「
隔
レ
八
相
生
」
な
ど
「
大
概
言
レ
之
」
の
楽
律
計
算
法
も
一
応
認
め
て
い
る
が
、
「
以
－
一
尺
度

累
黍
一
求
レ
之
」
と
い
う
「
後
世
」
の
や
り
方
に
は
断
固
反
対
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
す
で
に
『
藷
園
随
筆
』
、
『
琴
皐

大
意
抄
』
な
ど
以
前
の
著
述
に
散
見
す
る
が
、

こ
こ
に
水
神
童
へ
の
回
答
を
機
に
正
面
か
ら
旦
つ
集
中
的
に
と
り
あ
げ
た
の
は
、

彼

荻生但僚の『祭書』校関とその所産

が
朱
載
埼
『
梁
書
』
の
存
在
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
朱
載
埼
は
そ
の
「
繁
律
之
説
」
を
明
神
宗

（
却
）

に
献
上
す
る
趣
旨
を
説
い
た
『
進
律
書
奏
琉
』
に

謹
按
律
呂
之
事
端
謬
久
突
。
蓋
由
宗
守
黄
鐙
九
寸
。
三
分
損
益
。
照
八
相
生
此
三
一
百
之
謬
也
。
夫
此
三
言
寅
為
律
家
大
謬
。
然
翠
世
宗
守
之
。
関
医

此
言
而
不
以
臣
為
大
謬
者
。
葦
亦
幾
希
。
是
以
区
間
忠
雄
得
之
於
心
而
誠
之
於
口
。
組
刊
紙
有
年
不
敢
形
於
紙
筆
。
為
此
故
也
。

と
、
世
人
が
皆
「
三
一
＝
日
」
す
な
わ
ち
コ
一
つ
の
古
法
を
「
宗
守
」
し
て
、
自
分
の
新
説
は
長
い
間
公
表
で
き
な
か
っ
た
情
況
を
嘆
い
て
い

（幻）

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
新
説
と
は
、
『
律
呂
精
義
』
の
「
内
篇
之
目
」
を
見
る
だ
け
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

総
論
造
律
得
失
第
一
。
不
宗
黄
鐙
九
寸
第
一
一
。
不
用
三
分
損
益
第
三
。
不
拘
隔
八
相
生
第
四
。
不
取
圏
径
皆
同
第
五
（
後
略
）

ゆ
え
に
、
『
律
目
精
義
』
は
前
に
ふ
れ
た
『
律
学
新
設
』
〔
注
（
日
）
参
照
〕
と
同
じ
よ
う
に
、
但
僚
が
考
究
の
重
点
で
あ
っ
た
と
言
え

ょ
う
。楽

律
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
よ
う
で
あ
る
が
、

に
関
し
て
は
、
但
僚
も
「
簡
易
」
な
「
古
法
」
に
賛
成
し
て
い
る
よ
う
で
あ

「暦」

る
。
た
だ
、
「
之
」
を
「
学
」
ば
な
か
っ
た
の
で
、

朱
載
靖
の
「
暦
翠
新
設
」
（
『
聖
士
宮
詩
高
年
暦
』
、

『
高
年
暦
備
考
』
と
『
律
麿
融
通
』

の
総
称
）
を
深
く
考
究
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
「
数
学
」
に
つ
い
て
、
但
僚
は
「
未
ニ
之
学
こ
と
自
認
し
て
い
る
が
、

や
は
り
「
古
法
必
筒
」
と
確
信
し
て
い
る
。

彼
は
朱
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載
埼
『
祭
書
』
に
お
け
る
「
円
率
」
の
根
拠
が
『
周
礼
』
と
『
周
牌
算
経
』
に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
が
、
能
力
に
限
ら
れ
て
そ
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の
信
愚
性
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
朱
載
靖
の
当
該
論
述
は
『
律
呂
精
義
』
と
『
染
率
新
説
』
に
あ
る
が
、
戴
念
祖
氏
の
研
究
に
よ
れ

（沼）

ば
、
そ
の
円
周
率
計
算
は
た
し
か
に
一
種
の
仮
託
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
周
礼
』
の
説
に
拘
り
す
ぎ
た
面
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
水
神
童
宛
の
「
第
二
書
」
を
分
析
し
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
但
僚
の
『
築
書
』
校
閲
の
重
点
は
『
律
問
子
新
設
』
、
『
律

旦
口
精
義
』
（
と
く
に
内
篇
）
、
『
築
皐
新
設
』
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

（
お
）

朱
載
靖
は
『
算
皐
新
設
』
の
は
じ
め
に
、

臣
所
撰
新
設
凡
四
種
。

者
也
。

一
日
律
撃
。
二
日
端
末
撃
。
コ
一
日
葬
ハ
算
）
撃
。
四
日
韻
翠
。
前
二
者
其
書
之
本
原
。
後
二
者
其
室
田
之
支
派
o

所
以
羽
翼
其
書

と
楽
律
に
関
し
て
の
自
分
の
新
説
の
構
成
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
の
「
校
書
」
は
お
お
む
ね
朱
載
靖
の
新
説
に
お
け
る

「
本
原
」
の
部
分
を
お
さ
え
て
追
究
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

事
実
上
、
但
棟
は
朱
載
堵
の
学
説
に
接
す
る
の
は
『
柴
書
』
の
校
聞
が
最
初
で
は
な
い
。

（
鈍
）

畏
抜
園
随
筆
』
に
は
す
で
に

明
儒
妄
造
－
一
夏
股
周
漢
縦
横
斜
黍
尺
一
。
古
賀
無
レ
之
。
不
経
之
説
也
。
援
エ
惰
書
一
。
士
口
至
一
一
漢
晋
－
。
尺
度
未
レ
改
。
皆
有
レ
所
三
参
験
一
。
其
説
撃
撃
乎

可
ル
考
。
故
朱
子
司
馬
温
公
皆
援
【
一
億
…
書
一
為
レ
断
。
而
世
之
尚
一
－
妄
説
一
者
何
。

一
七
一
四
（
正
徳
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う
「
縦
横
斜
黍
尺
」
に
つ
い
て
の
「
妄
説
」
は
明
ら
か
に
朱
載
靖
の
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
直
接
『
祭

書
』
か
ら
知
っ
た
可
能
性
は
乏
し
く
、
む
し
ろ
朱
載
埼
の
説
を
引
用
し
た
明
の
李
之
藻
『
領
官
櫨
繁
疏
』
や
張
介
賓
『
類
鰹
』
か
ら
、

あ
る
い
は
こ
の
両
書
よ
り
さ
ら
に
朱
載
清
の
説
を
孫
引
き
し
た
中
村
之
欽
『
律
尺
考
験
附
三
器
考
略
』
や
中
根
車
『
律
原
設
揮
』

（

お

）

（

お

）

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
度
量
考
』
に
、

か
ら
知

但
僚
は
『
領
宮
瞳
集
疏
』
に
お
け
る
古
尺
関
係
論
述
を
引
用
し
た



あ
と
、
「
此
全
用
－
一
朱
載
靖
之
説
↓
市
載
堵
文
繁
。
故
今
載
レ
此
。
」
と
朱
載
堵
の
冗
文
の
か
わ
り
に
、
李
之
藻
の
簡
潔
な
文
章
を
引
い
た

理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
但
傑
は
『
築
書
』
よ
り
先
に
『
領
官
薩
柴
疏
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、

し
か
も
そ
の
内
容

に
相
当
く
わ
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

〈
釘
）

は
『
駁
朱
度
考
』
に
も
見
ら
れ
る
。

『
薬
害
』
批
判
の
際
に
こ
の
よ
う
な
引
用
法
を
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

閉
じ
ケ

l
ス

荻生但俸の『楽書』校閲とその所産

朱
載
埼
律
撃
新
説
エ
明
朝
管
造
尺
量
地
尺
裁
衣
尺
ノ
圃
有
之
。
此
一
一
一
種
ハ
明
朝
ノ
尺

f
ァ
。
朱
載
埼
同
代
ノ
人
ナ
レ
ハ
。
此
聞
髄
ナ
ル
議
接
ナ
ル
ヘ

キ
由
。
一
膝
御
方
－
一
奉
存
候
。
最
前
指
上
候
書
付
ハ
。
此
三
種
ノ
尺
ニ
ハ
四
因
三
婦
ノ
寸
ア
リ
テ
。
算
ム
ツ
カ
シ
タ
候
ユ
へ
o

い
る
勧
仲
酔
恥
骨
骨

－
一
載
タ
ル
通
リ
ヲ
書
出
シ
申
候
。

こ
れ
は
朱
載
堵
の
「
ム
ツ
カ
シ
」
い
計
算
を
避
け
る
た
め
、

か
わ
っ
て
「
上
右
衛
門
」
す
な
わ
ち
中
根
摩
の
『
律
原
鼓
揮
』
に
お
け

る
関
係
論
述
を
引
用
し
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
っ
て
、
但
僚
が
最
初
な
に
を
媒
介
と
し
て
朱
載
靖
の
説
に
接
し
た
の
か
は
推

定
で
き
る
と
同
時
に
、
彼
は
早
く
か
ら
朱
載
靖
の
説
の
影
響
の
大
き
さ
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、

前
述
の
『
護
園
随
筆
』
か
ら
の
引
用
文
に
「
世
之
尚
－
一
妄
説
一
者
何
」
と
い
う
難
詰
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

〈
銘
）
考
』
に
朱
載
靖
『
築
書
』
の
具
体
書
名
を
な
ら
ベ
た
あ
と
、

同
様
に
、

祖
保
は
『
度
量

経o其
；，，祭

手妻
宅喜
故不
此 足
方
拳称
者

亦霊
信乃
之さ日
者 J:
頗所
-"lil... t;'" 

亀有
然
其
書
浩
博

故
時
人
隊
レ
之
。
以
為
一
一
至
論
－
。
争
率
む
蕊
熱
島
酷
熱
恥
。
砕
か
骨
臨
百
弘
骨
骨

と
批
判
し
て
い
る
。

そ
の
非
難
の
対
象
は
李
之
藻
、

張
介
賓
よ
り
む
し
ろ
朱
載
靖
の
妄
説
を
「
尚
」
び
、
「
信
」
じ
こ
ん
で
い
る
「
此

方
学
者
」
に
置
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
み
れ
ば
、
担
保
は
「
校
書
」
と
い
う
仕
事
に
あ
れ
だ
け
の
力
を
入
れ
た
の
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は
、
単
に
幕
命
に
よ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、

「
此
方
学
者
」
を
朱
載
堵
の
「
妄
説
」
か
ら
守
る
と
い
う
宿
願
を
果
た
す
た
め
で
も
あ
っ
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た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
担
保
の
『
築
書
』
校
関
の
重
要
な
背
景
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

「
校
書
」
の
所
産

(1) 

『
駁
朱
度
考
』

先
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、

『
駁
朱
度
考
』
は
『
築
書
』
校
関
を
き
っ
か
け
に
で
き
た
、

し
か
も
作
成
年
代
が
は
っ
き
り
し
た
著
述

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
本
文
に
「
嘗
享
保
十
二
年
」
と
ふ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

文
面
か
ら
見
れ
ば
、
『
度
量
考
』

が
漢
文
で
書
い
た
堅
苦
し
い
長
文
の
考
証
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
駁
朱
度
考
』
は
仮
名
ま
じ
り
文
で
書
い
た
短
い
論
評
で
、

且
つ
「
築

書
ノ
全
体
」
に
総
括
的
な
批
評
を
与
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
『
度
量
考
』
の
後
に
で
き
た
の
も
ほ
ぼ
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
園
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
『
駁
朱
度
考
』
は
活
字
の
『
日
本
文
庫
』
に
の
み
収
め
ら
れ
て
い
て
、

写
本
さ
え
存
在
し
て
い
な
い

そ
う
で
あ
る
。
活
字
本
で
見
た
と
こ
ろ
、
「
駁
朱
度
考
」
と
い
う
題
名
と
並
ん
で
、
「
周
尺
ノ
考
ハ
大
概
ノ
寸
井
ニ
明
ノ
三
種
尺
本
嬢
ナ

キ
事
」
と
い
う
副
題
も
あ
る
。

『
名
家
叢
室
同
』
の
「
荻
生
考
」
に
『
歴
代
尺
ノ
考
』
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

（

m） 

ル
は
「
後
漢
ヨ
リ
南
朝
ノ
宋
斉
梁
陳
ノ
代
マ
デ
尺
次
第
に
長
グ
ナ
リ
タ
ル
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
表
記
の
方
式
は
前
述
の
題
名
と

そ
の
中
の
一
節
の
タ
イ
ト

似
て
い
る
。

な
お
、
『
駁
朱
度
考
』
に
「
周
尺
ヲ
考
知
ル
寸
ハ
」
か
ら
「
彼
是
考
合
セ
テ
我
等
共
ノ
了
簡
ハ
只
大
概
ヲ
以
テ
云
寸
也
」

ま
で
の
一
節
は
、
『
名
家
叢
書
』
の
「
荻
生
考
」
に
お
け
る
『
楽
律
ノ
考
』
の
中
の
、
「
律
管
ハ
耳
一
一
テ
定
ル
寸
」
を
タ
イ
ト
ル
と
し
た

（
初
）

一
節
と
は
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
『
駁
朱
度
考
』
は
、

内
容
か
ら
見
れ
ば
担
保
の
著
述
に
違
い
な
い
が
、

そ
の
題
名
づ
け
や
文
章
構

成
な
ど
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。



(2) 

『
度
量
考
』『

度
量
考
』
が
『
集
室
百
』
校
闘
を
契
機
に
成
立
し
た
の
も
確
実
な
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
は
こ
の
書
物
を
か
な
り
重

〈
担
〉

要
視
し
て
い
た
よ
う
で
、
『
有
徳
院
殿
御
貴
紀
』
巻
廿
九
の
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
四
月
朔
日
条
に
、
「
松
平
甲
斐
守
吉
田
十
一
が
家
土

荻
生
惣
右
衛
門
道
済
。
亡
父
惣
右
衛
門
茂
卿
が
遺
書
度
量
考
を
奉
る
。
」
と
あ
る
し
、
ま
た
、
同
巻
三
十
七
の
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）

（

m
M〉

年
六
月
廿
二
日
条
に
も
、
「
此
程
荻
生
惣
右
衛
門
茂
卿
が
著
せ
し
度
量
考
上
梓
の
事
。
そ
の
弟
儒
臣
荻
生
惣
七
観
に
命
ぜ
ら
れ
る
o
」
と

前
述
の
よ
う
に
、

荻生但俸の『祭書』校関とその所産

記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
と
上
述
の
荻
生
観
「
度
量
衡
考
叙
」
〔
五
十
七
ペ
ー
ジ
参
照
〕
と
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
『
度
量
考
』
の

献
上
か
ら
出
版
ま
で
の
事
情
が
よ
く
分
る
が
、
そ
の
成
立
年
代
は
な
お
不
明
で
あ
る
。
服
部
南
郭
は
宝
暦
突
酉
（
一
七
五
三
）
年
に
書

（お）

い
た
『
物
夫
子
著
述
書
目
記
』
に
は
そ
れ
に
つ
い
て
「
既
刊
行
者
」
と
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

内
回
智
雄
氏
が
『
文
会
雑
記
』
、

『
義
国
雑
話
』
や
『
先
哲
叢
談
後
編
』
に
も
と
づ
き
、
『
度
量
考
』
に
関
し
て
、

太
宰
春
台
が
「
改
メ
」
た
、

中
根
市
埠
が
「
校
合
」
し

た
、
三
浦
竹
渓
が
浄
書
に
あ
た
っ
た
、
な
ど
の
事
実
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
追
究
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

〈
引
品
）

で
あ
る
。
前
述
の
担
保
関
係
年
譜
や
年
表
は
い
ず
れ
も
こ
の
一
件
に
言
及
し
て
い
な
い
。

（お〉

筆
者
は
上
述
の
「
与
富
春
山
人
第
八
書
」
を
書
い
た
一
七
一
一
六
（
享
保
十
一
）
年
正
月
尽
嘗
時
、
『
度
量
考
』
が
大
体
で
き
あ
が
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
書
績
に
ふ
れ
て
い
る
「
鉛
葉
之
勤
。
自
レ
秋
連
レ
冬
。
窮
二
日
之
力
↓
焚
レ
菅
継
レ
之
。
」
と
は
、
前
に

述
べ
た
よ
う
に
、
総
じ
て
は
「
校
書
」
を
指
す
が
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
著
レ
書
」
す
な
わ
ち
度
量
な
ど
に
対
す

る
考
証
で
朱
載
堵
の
「
妄
説
」
を
批
判
・
訂
正
し
た
こ
と
と
理
解
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
『
度
量
考
』

に
お
け
る
広
い
引
証
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
た
し
か
に
時
間
が
か
か
る
作
業
で
あ
る
。
た
だ
、
大
体
で
き
あ
が
っ
た
と
言
っ
て
も
、
最
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終
的
完
成
と
は
ま
だ
言
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
後
三
浦
竹
渓
の
す
す
め
で
中
根
理
に
校
合
を
依
頼
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
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但
僚
が
自
分
の
こ
の
著
述
に
非
常
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
五
月
望
の
「
復
安
潅
泊

〈

お

）

第
六
書
」
に
な
お
、

又
佐
和
J

一虻
EMKE霊
前
一
。
因
読
朱
氏
談
締
o

載
－
一
文
恭
先
生
論
－
。
砂
一
一
一
骨
ん
o

前
後
説
頗
相
祇
活
。
宣
記
者
失
邪
。
其
書
係
－
一
足
下
所
v
録
。
必
当
レ

識
一
一
英
由
一
。
又
此
方
以
二
二
十
六
町
一
為
一
二
皇
、
令
文
所
レ
不
レ
載
。
未
レ
審
豆
其
坊
－
一
何
時
－
。
又
枇
尼
僧
家
相
伝
唐
一
升
。
以
日
一
弘
安
時
升
一
校
之
。

当
ニ
六
合
五
勺
一
。
未
レ
審
三
弘
安
時
用
－
一
何
升
一
。
大
尽
建
武
待
。
王
室
南
遷
。
凡
百
制
度
。
由
レ
此
以
論
。
弘
安
乃
在
ニ
建
武
前
一
。
則
是
必
官
家
制
也
。

枇
尼
僧
深
戒
－
－
妄
語
一
。
其
説
如
レ
可
レ
拠
。
貴
藩
修
－
一
大
日
本
史
一
。
亦
足
下
所
－
エ
斗
J

裁
一
。
意
必
於
＝
是
二
者
、
有
レ
所
ニ
考
薮
一
。
伏
誇
見
レ
教
幸
甚
。

と
『
朱
氏
談
締
』
の
作
者
で
あ
り
、
『
大
日
本
史
』
の
編
者
で
あ
る
安
積
櫓
泊
の
意
見
を
叩
い
て
い
る
。

と
く
に
「
明
三
種
尺
」
に
つ

い
て
教
え
て
も
ら
い
た
が
っ
た
の
は
、
同
じ
く
一
七
二
七
（
享
保
十
二
）
年
の
作
で
あ
る
『
駁
朱
度
考
』
と
は
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
（

釘

）

う
が
、
「
弘
安
」
升
法
に
つ
い
て
の
論
述
は
『
度
量
考
』
の
「
量
考
」
の
終
り
に
お
け
る
文
章
の
大
意
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、

祖
係
は
こ
の
間
合
わ
せ
で
自
分
の
結
論
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
点
と
、

『
駁
朱
度
考
』
が

『
度
量
考
』
の
後
に
で
き
た
と
い
う
先
の
判
断
と
考
え
合
わ
せ
ば
、
『
度
量
考
』
は
一
七
二
六
年
正
月
尽
か
ら
翌
年
五
月
望
ま
で
の
問
、

も
っ
と
限
定
す
る
と
、

一
七
二
六
年
中
に
完
成
し
た
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。

(3) 

『
築
律
考
』

（

お

）

『
築
律
考
』
に
つ
い
て
、
『
有
徳
院
駿
御
賓
記
』
巻
四
十
五
の
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
十
一
月
十
七
日
条
に
「
松
平
甲
斐
守
古
里

父
茂
卿
が
遺
書
猶
あ
ら
ば
奉
る
べ
き
よ
し
仰
あ
り
し
に
よ
り
。
築
律
考
を
献
ず
。
」
と
あ
る
。
服
部

が
家
人
荻
生
惣
右
衛
門
道
済
に
。

（

お

）

南
郭
『
物
夫
子
著
述
書
自
記
』
で
は
『
築
律
考
』
、
『
築
制
篇
』
、
『
鈴
録
』
の
三
部
は
「
亦
頗
秘
不
レ
許
ニ
刊
行
一
者
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

（
帥
叩
）

岩
橋
氏
の
解
題
に
よ
る
と
、
「
こ
れ
亦
た
名
家
叢
書
中
の
『
荻
生
考
』
の
中
に
収
載
さ

」
れ
は
多
分
但
探
の
生
前
の
意
志
で
あ
ろ
う
o



れ
て
い
る
が
、
単
行
本
の
寓
本
と
し
て
弘
く
世
に
行
は
れ
て
い
る
」
そ
う
で
あ
る
。

上
述
の
資
料
も
ほ
か
の
資
料
も
ふ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

（

H
U〉

量
考
』
と
の
か
か
わ
り
か
ら
見
れ
ば
、
問
題
は
解
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
輔
衆
律
考
』
に

そ
の
本
文
や
『
度

さ
て
、
『
築
律
考
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、

明
鄭
世
子
、
同
－
－
島
問
寧
制
↓
此
皆
在
＝
・
省
祭
散
亡
之
時
「
莫
レ
有
レ
所
＝
稽
考
「
妄
以
＝
己
意
↓
飾
以
ω

】
累
黍
↓
（
後
略
）

明
鄭
世
子
黄
鐘
、
一
尺
一
寸
五
分
八
輩
、
折
半
得
＝
五
寸
七
分
九
董
↓
為
エ
夷
則
強
－
也
、

荻生但僚の r築書』校関とその所産

（
位
）

と
二
カ
所
に
朱
載
靖
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
但
傑
の
音
楽
論
著
の
重
要
な
一
つ
で
あ
る
『
琴
皐
大
意
抄
』
は
一
七
一
一
一
一
（
享

に
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
明
代
の
「
調
様
」
、
「
琴
盛
岡
」
や
「
宗
廟
之
築
」
な
ど
に
ふ
れ
て
い
る
の
に
、
朱
載
靖
の
こ
と

保
七
年
）

は
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
。

ゆ
え
に
、
『
築
律
考
』
は
享
保
十
（
一
七
二
五
）
年
の
「
校
書
」
を
き
っ
か
げ
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。

（

必

）

一
層
重
要
な
の
は
『
築
律
考
』
と
『
度
量
考
』
と
の
関
係
で
あ
る
。
『
度
量
考
』
に
、

以
－
一
鐸
（
事
法
－
言
レ
之
。
其
寅
g

非
自
力
所
－
一
能
及
、
止
作
－
一
柴
寸
武
分
弱
一
可
耳
。
因
求
＝
諸
祭
律
。
量
苧
。
詮
－
一
諸
人
事
－
。
書
侍
所
レ
記
。
皆
允
。

故
今
以
レ
此
為
レ
定
。
祭
律
別
有
レ
考
。
量
法
及
事
証
見
レ
下
。

と
周
尺
に
対
す
る
自
分
の
三
つ
の
考
証
と
そ
の
所
在
を
提
示
し
て
い
る
。
「
量
法
及
事
証
」
は
『
度
量
考
』
の
後
半
部
分
（
「
下
」
）
に

（
“
世
）

一
方
、
『
柴
律
考
』
の
終
り
に

あ
る
が
、
「
輔
衆
律
別
有
レ
考
」
は
明
ら
か
に
単
独
の
書
物
と
し
て
の
『
築
律
考
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

も
、
「
諸
考
＝
証
本
文
↓
及
歴
代
律
互
求
レ
園
、
列
二
子
左
方
「
若
－
一
其
尺
制
↓
別
有
田
一
考
証
↓
」
と
提
示
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
言
う
「
尺

制
」
の
「
考
証
」
は
お
そ
ら
く
『
度
量
考
』
の
中
の
「
度
考
」

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

但
棟
は

「
本
邦
奮
制
」

E
J
－工‘コ、

7
4
7
F，
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「
為
－
一
周
漢
遺
音
一
」
と
い
う
結
論
を
証
明
す
る
た
め
、
本
文
に
「
十
証
」
す
な
わ
ち
十
カ
条
の
証
拠
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
第
十
条
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（

窃

）

〈

必

）

の
「
求
＝
諸
尺
度
こ
は
つ
ま
り
歴
代
の
尺
度
に
よ
る
楽
律
計
算
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
荻
生
観
は
「
襲
律
ノ
考
」
に
、

築
律
考
ニ
歴
代
ノ
黄
鐘
六
ッ
、
五
代
以
下
諸
儒
ノ
黄
鐘
五
ヲ
載
ス
。
歴
代
ノ
尺
井
五
代
以
下
誇
儒
ノ
用
ル
尺
ヲ
度
量
衡
考
ノ
尺
ノ
鋒
ハ
事
ニ
テ
晋

前
尺
ユ
引
ム
ロ
セ
テ
、
何
律
ニ
蛍
ル
ト
云
。
尤
モ
菌
ニ
不
携
、
長
サ
バ
カ
リ
ヲ
云
。
但
シ
古
説
－
一
合
プ
証
拠
ハ
、
惰
ニ
テ
宋
斉
ノ
醤
楽
ヲ
清
商
ト
名
グ

ル
ニ
符
合
ス
、
是
ヲ
証
拠
－
一

y
、
業
律
考
ヲ
カ
キ
タ
一
ル
ト
文
面
見
ユ
ル
也
。

と
述
べ
て
い
る
。

「
度
量
衡
考
ノ
尺
ノ
算
ニ
テ
」
云
々
は
『
柴
律
考
』
の
『
度
量
考
』

へ
の
依
存
度
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え

ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
度
量
考
』
に
お
け
る
周
尺
に
つ
い
て
の
考
証
は
『
築
律
考
』
に
依
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

そ
れ
は
畢
寛
部
分
的
で
、

そ
れ
ほ
ど
の
重
要
性
を
持
た
な
い
。

と
す
れ
ば
、
『
柴
律
考
』
が
『
度
量
考
』
の
後
に
で
き
た
と
推
定
で
き

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
は
担
保
が
一
七
二
七
（
亭
保
十
一
一
）
年
六
月
に
幕
命
に
よ
り
『
三
五
中
略
』
と
い
う
大
和
国
吉
野
の

（C
）

〈

綿

）

吉
水
院
か
ら
献
ら
れ
た
楽
書
を
校
正
し
た
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
今
中
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
壱
越
調
・
黄
鐘
調
・
催
馬

楽
な
ど
の
楽
調
を
論
じ
た
も
の
」
だ
そ
う
で
あ
る
。
『
築
律
考
』
も
「
本
邦
柴
律
」
の
論
証
を
中
心
と
し
た
書
物
で
あ
る
の
で
、

巨『

五
中
略
』
の
校
正
は
そ
の
成
立
の
一
媒
介
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
難
律
考
』
が
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
に

で
き
た
と
見
て
も
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

(4) 

『
黍
ノ
考
』
と
其
の
他

前
述
の
よ
う
に
、

（同叩）

但
俸
は
早
く
か
ら
朱
載
靖
の
「
縦
横
斜
黍
尺
」
説
を
批
判
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『
度
量
考
』
の
「
度
考
」

こ
キ
ホ
h

」、

t
1
j
 

載
靖
乃
以
ニ
為
－
－
横
黍
－
。
以
－
一
九
十
戸
為
＝
斜
黍
－
。
以
－
一
八
十
一
－
為
＝
縦
黍
一
而
牽
＝
合
之
一
為
レ
証
。
殊
不
レ
知
謂
－
一
九
十
一
者
是
寸
。
謂
レ
一
者
是
葬
（
算
）

法
。
誇
ニ
八
十
一
－
者
是
琴
絃
。
亦
算
法
。
各
有
レ
所
レ
指
。
而
非
＝
尺
之
殊
一
也
。
別
－

T
字
。
此
不
＝
復
費
－
。



〈印〉

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
度
量
考
』
の
「
量
考
」
に
も
、

至
－
－
子
朱
載
埼
－
。
則
以
二
蹴
－
為
＝
八
斗
－
。
寅
鍾
之
長
為
二
尺
－
。
別
朔
＝
圏
一
率
－
。
以
求
レ
合
下
劉
散
二
品
開
為
二
合
－
之
説
品
。
而
其
所
謂
一
尺
者
。

妄
作
－
一
黄
帝
夏
設
周
漢
尺
戸
。
以
＝
其
夏
尺
－
計
－
一
周
量
－
。
夫
一
騎
為
z
八
斗
－
。
既
属
エ
無
稽
－
。
夏
尺
計
－
日
間
同
量
、
自
相
矛
盾
口
故
今
皆
不
レ
取
。
其
黄

鐘
之
長
及
闇
率
。
別
自
有
レ
考
。
黄
帝
夏
段
周
漢
尺
之
為
＝
妄
作
－
。
既
曹
司
諸
度
法
考
－
。
故
今
此
不
レ
賛
。

と
論
じ
て
い
る
。

「
黍
」
や
「
黄
鐘
之
長
及
圏
率
」
に
対
す
る
但
棟
の
考
証
文
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ

こ
れ
に
よ
っ
て
、

荻生但僚の『柴書』校関とその所産

る
。
た
と
え
ば
、
『
名
家
叢
書
』
下
の
「
荻
生
考
」
（
第
六
二
冊
）
に
『
黍
ノ
考
』
が
あ
る
が
、
岩
橋
氏
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
「
担
保
の

（日〉

著
」
だ
と
い
う
。
筆
者
は
基
本
的
に
こ
の
見
解
に
賛
成
し
た
い
が
、
そ
れ
が
荻
生
観
の
転
写
に
よ
る
も
の
で
、
文
体
の
不
一
致
の
こ
と

（
は
じ
め
は
漢
文
で
後
は
全
部
仮
名
ま
じ
り
文
で
あ
る
）
が
あ
り
、

「
惣
右
衛
門
カ
考
ニ
ハ
」
や
「
故
ニ
惣
右
衛
門
ハ
信
ゼ
サ
ル
也
」

〈訟〉

と
い
う
解
説
風
の
文
章
も
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
但
棟
の
原
文
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
い
で
に
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、

同
じ
く
第
六
二
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
周
尺
ノ
考
』
、
『
歴
代
尺
ノ
考
』
、
『
古
尺
考
』
、
『
柴
律
ノ
考
』
、
『
度
量
考
』
な
ど
は
、
内
容
か

ら
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
担
保
の
も
の
で
あ
る
が
、
文
章
そ
の
も
の
が
但
棟
の
原
文
で
あ
る
か
ど
う
か
は
や
は
り
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら

（日）

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
荻
生
観
が
複
写
し
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
、
要
約
や
抄
録
な
ど
、
多
少
の
変
換
を
加
え
て
お
り
、
し
か
も
『
黍

ノ
考
』
の
よ
う
に
自
分
の
見
解
を
挿
入
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ

と
に
し
た
い
。

お

わ

り
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『
築
書
』
の
枝
問
は
、
晩
年
の
但
僚
が
相
当
な
精
力
を
消
耗
し
て
お
こ
な
っ
た
仕
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
に
成
立
し
た
『
度
量
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考
』
、
『
築
律
考
』
は
実
に
立
派
な
著
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
述
を
校
書
の
所
産
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
校
書
を
触
媒
と
し
て
但
保

る
が
、
楽
律
に
つ
い
て
、
担
保
も
早
く
か
ら
関
心
を
持
ち
、

の
多
年
の
学
問
的
な
蓄
積
が
噴
出
し
、
結
目
印
し
た
も
の
だ
と
言
う
方
が
も
っ
と
正
確
で
あ
ろ
う
。
度
量
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
で
あ

（日〉

い
ろ
い
ろ
と
考
証
を
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
『
築
律
考
』
を
構
成

す
る
場
合
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、

大
き
い
比
重
を
占
め
て
い
る
第
十
条
の
証
拠
に
つ
い
て
の
論
述
は
司
度
量
考
』
に
依
存
し
た

が
、
そ
の
ほ
か
の
部
分
は
か
な
り
の
程
度
で
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
三
回
も
「
具
如
ニ
築
制
篇
所
v
述

（

出

）

（
云
ご
と
、
『
築
制
篇
』
と
い
う
書
名
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
で
出
来
た
の
は

決
し
て
偶
然
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

て
い
る
が
、

享
保
時
代
の
代
表
的
儒
者
で
あ
る
担
保
の
『
築
書
』
校
閲
が
た
し
か
に
そ
の
中
国
古
代
の
文
物
制
度
に
対
す
る
理
解
の
ほ
ど
を
示
し

（
白
山
）

そ
の
理
解
に
少
し
も
間
違
い
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
は
『
度
量
考
』
で
「
按
上
自
由
一
黄
帝
↓
下
至
コ
周
漢
↓

未
－
一
嘗
異
v
尺
。
故
経
博
史
籍
。
皆
不
レ
言
レ
改
レ
尺
o
（
中
略
）
自
レ
是
至
ユ
於
元
明
↓
亦
未
レ
有
三
代
異
レ
尺
之
説
↓
其
有
レ
之
則
自
己
朱
載
堵
一

（
閉
山
）

藤
田
元
春
が
そ
の
『
尺
度
綜
考
』
で
「
こ
れ
は
但
僚
が
『
白
虎
通
』
に
既
に
こ
の
朱
氏
の
説

こ
れ
に
対
し
て
、

始
。
」
と
言
切
っ
た
。

あ
る
を
知
ら
ず
し
て
述
べ
た
こ
と
で
、
博
学
を
誇
っ
た
但
僚
に
も
こ
の
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
る
。
朱
氏
を
責
む
る
よ
り
は
祖
係
自
ら
恥

ぢ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
担
保
の
疎
漏
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
彼
が
「
先
王
之
道
」
や
三
代
の
制

度
を
絶
対
化
・
単
純
化
・
理
想
化
し
す
ぎ
た
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
一
ニ
代
異
レ
尺
之
説
」
と
同
じ
よ
う
な
ケ
l
ス
が

（
四
岬
）

聖
人
集
L

律
に
つ
い
て
の
論
述
で
も
見
ら
れ
る
。
拙
稿
「
富
永
仲
基
の
伯
担
保
批
判
論
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「古

最
後
に
一
言
を
述
べ
て
お
き
た
い
の
は
、

山
人
第
八
書
」
（
五
十
三
ペ
ー
ジ
参
照
）

荻
生
街
僚
の
「
業
主
百
」
校
閲
が
単
に
純
粋
な
学
問
的
研
究
で
は
な
く
、

で
言
っ
た
よ
う
に
、
幕
府
の
「
壷
秘
」
に
「
属
」
し
て
い
る
「
事
」
で
あ
る
。
但
僚
と
荻
生

彼
カ1

「
与
富
春



観
の
熱
心
な
考
証
か
ら
見
れ
ば
、

そ
れ
が
将
軍
吉
宗
の
享
保
改
革
に
お
け
る
政
策
構
想
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
は
ず
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
「
壷
秘
」
は
、
現
時
点
で
は
な
お
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
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（

I
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

今
中
寛
司
『
但
徳
学
の
基
礎
的
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、
二

O
五
頁
。

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
四
十
五
巻
、
一
九
一
一
一
一
二
年
、
三
七
八
頁
。

吉
川
良
和
「
物
部
茂
卿
琴
学
初
探
」
、
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
回
冊
、
一
九
八
三
年
七
月
、
十
二
、
十
四
頁
。

『
日
本
思
想
大
系
%
・
荻
生
但
僚
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
五
O
二
頁
。

平
石
直
昭
『
荻
生
組
係
年
譜
考
』
、
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
十
一

l
二
頁
、
一
五
四

t
一
五
五
頁
。

同
注
（
4
〉、五
O
二
頁
。
圏
点
は
筆
者
に
よ
る
。
本
稿
で
は
以
下
の
引
用
文
に
お
け
る
圏
点
も
同
じ
。

同
書
、
同
期
舎
、
一
九
八
四
年
、
二
四
七
頁
、
四
六
九
l
四
七
六
頁
。

大
庭
僑
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
、
六
七
九
頁
。
な
お
、

O
四
頁
参
照
。

こ
の
解
釈
は
大
庭
傭
氏
に
よ
る
。

内
閣
文
庫
、
一
九
七
一
年
、
四
二
頁
。

内
藤
恥
受
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
、
博
文
館
、
第
十
編
所
収
、
三
頁
。
句
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
『
駁
朱
度
考
』
か
ら
の
引
引
用
文
に
お

け
る
句
点
も
同
じ
。
但
僚
の
計
算
は
間
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
「
右
ノ
御
本
」
と
は
直
接
に
は
『
祭
書
』
の
中
の
『
律
事
新
設
』

を
指
し
て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
但
僚
が
校
閲
の
重
点
の
所
在
で
あ
る
の
で
、
行
論
上
、
こ
こ
に
こ
の
一
部
を
以
て
『
築
書
』

全
体
を
指
す
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「
高
年
暦
備
考
」
と
「
律
暦
融
通
」
が
漏
刻
で
、
「
葬
祭
新
設
」
と
「
律
祭
新
設
」
は
「
算
事
新
設
」
、
「
律
皐
新
設
」
と
為
す
べ
き
で
あ
る
。

向
注
（
凶
）
。
こ
の
目
録
の
順
番
は
原
書
「
総
目
」
の
そ
れ
と
合
致
し
て
い
る
。

荻
生
但
保
・
荻
生
観
『
度
量
衡
考
』
、
東
都
書
林
、
享
保
十
九
ハ
一
七
三
四
〉
年
。
そ
の
成
立
の
経
緯
は
後
述
の
通
り
で
あ
る
。
引
用
文
は

一
O
一一

t
一

（

9
）
 

（凶）
（日）

（ロ）

（
向
日
）

（凶）



70 

（

M
M
）
 

中
文
出
版
社
一
九
七
九
年
影
写
本
に
よ
る
。
七
五

t
七
六
真
。
ス
ペ
ー
ス
を
省
く
た
め
、
引
用
の
際
、
原
文
に
謹
頭
と
な
っ
て
い
る
所
を
闘

字
の
形
に
変
え
た
。
以
下
の
引
用
文
も
同
じ
。

た
と
え
ば
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
東
洋
文
庫
、
静
嘉
堂
文
庫
な
ど
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
祭
律
全
書
』
の
目
録
の
排
列
順
は
皆
紅

葉
山
書
庫
本
の
そ
れ
と
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

『
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
名
家
叢
書
』
下
冊
、
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
二
年
、
五
四
五
、
五
三
八
頁
参
照
。
筆
跡
の
鑑
定
に
関
し

て
は
、
脇
田
修
、
大
庭
備
、
今
中
寛
司
諸
先
生
の
ご
教
示
を
受
け
た
。

同
注
（
凶
）
、
五

t
九
頁
。
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

同
注
（
日
）
、
八
頁
。

同
注
（
4
）
、
五
二
ニ
l
五
－
五
頁
。
作
成
時
期
の
推
定
は
平
石
氏
に
よ
る
門
同
注
（
5
）
、
一
五
八
頁
］
。

紅
葉
山
文
庫
本
『
築
律
全
書
』
第
七
冊
所
収
、
二
丁
裏
口

同
右
、
第
二
五
冊
、
二
了
裏
口

戴
念
祖
『
朱
載
矯

i
明
代
の
科
学
と
芸
術
の
巨
星
』
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
一
一
占
ハ
l
一
一
七
頁
、
一
八
六
頁
。

同
注
（
却
）
、
第
四
四
冊
、
一
丁
表
。

『
荻
生
但
保
全
集
』
、
み
す
ず
書
一
房
、
一
九
七
六
年
、
十
七
巻
、
一
四
九
頁
。

『
領
宮
薩
築
疏
』
と
『
類
経
』
に
つ
い
て
、
『
享
保
三
年
七
月
大
意
書
草
稿
』
と
『
舶
来
書
籍
大
意
書
』
門
同
注
（
8
）
、
二
七
一
ニ
、
二
八
三

頁
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
律
尺
考
験
附
一
一
一
器
考
略
』
と
『
律
原
褒
揮
』
は
『
日
本
経
済
大
典
4
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

同
注
（
M

目
）
、
六
九
頁
。

同
注
（
日
）
、
三
頁
。

同
注
（
M
）
、
七
六
頁
。

同
注
（
Mm
）
、
二
二
七
頁
。

同
注
（
口
）
、
六
1
七
頁
。
同
注
（
M
N
）、

問
注
（
2
）
、
四
九
七
頁
。

同
注
（
2
）
、
六
三
三
頁
。

（
同
）

（口）
（
鴎
）
（印）
（却）
（幻）
（
辺
）
（幻）

（

M
）
 

（お）
（お）
（幻）
（お）
（却）
（叩）
（幻）
（
招
〉

一
五
四
l
一
五
五
頁
。
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（幻）
（鈍）
（お）
（お）
（幻）

『
日
本
名
家
四
書
注
釈
全
書
』
学
庸
部
萱
所
収
、
東
洋
圃
書
刊
行
会
、
二
真
。

「
荻
生
但
僚
の
著
述
に
つ
い
て
付
」
、
『
同
志
社
法
学
』
九
号
、
一
九
六
二
年
、
二
十

t
一一一一頁。

作
成
時
期
の
推
定
は
平
石
氏
に
よ
る
。
同
注
（
5
）
、
一
五
四
頁
。

同
注
（
4
）
、
五
三
九
頁
。
作
成
時
期
の
推
定
は
平
石
氏
に
よ
る
。
同
注
（
5
〉
、
一
六
三
頁
。

「
按
五
ロ
邦
今
升
法
。
不
レ
知
z
其
所
ニ
従
来
一
也
。
僧
家
相
停
。
鉢
所
＝
容
受
｝
。
用
＝
唐
量
目
。
弘
安
時
。
以
－
一
嘗
時
升
法
一
計
レ
之
。
唐
蚕
升
嘗
－
－
陵

合
五
勺
－
也
。
古
朝
廷
制
度
。
皆
菓
ニ
唐
代
－
。
若
－
－
文
武
令
所
レ
載
度
量
権
衡
－
奥
＝
六
典
－
全
向
。
弘
安
時
。
猶
嘗
＝
是
古
制
－
。
而
其
言

如
レ
此
口
因
疑
＝
其
時
升
法
－
。
蛍
－
一
是
莱
法
一
。
以
＝
陸
伍
一
騎
＝
唐
升
－
。
則
弘
安
査
升
。
又
蛍
－
－
今
陸
合
臨
時
勺
有
奇
一
。
以
レ
此
観
レ
之
。
米
粟
法

展
穂
相
の
。
量
遂
致
－
諮
問
大
一
者
審
突
」
門
同
注
（
M
）
、
三

O
八
t
一一一

O
九
頁
〕
。

同
注
（
2
）
、
七
O
三
頁
。

同
注
（
鈴
）
、
四
頁
。

岩
橋
遵
成
『
但
係
研
究
』
、
関
書
院
、
一
九
三
四
年
、
二
一
三
頁
。

同
注
（
同
）
、
二
頁
、
五
頁
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
写
本
に
よ
る
。

同
注
（
凶
）
、
二
四
i
二
五
頁
。

同
注
（
お
）
、
五
頁
。

同
注
（
M
N

）
、
二

t
五
頁
。

向
注
（
同
）
、
六
頁
。
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。

「
荻
生
惣
右
衛
門
茂
卿
に
三
五
中
略
校
正
の
事
仰
付
ら
る
。
こ
れ
は
大
和
国
吉
野
山
吉
水
院
よ
り
出
し
と
関
与
え
し
。
」
［
同
注
（
2
）、四一一一

O

頁］。

（

mm）
 

（鈎）
（伺）
（川町）
（位）
（川町）
（斜）

（
比
四
）

（
日
明
）

（

仰

）
（処）

（

ぬ

）

（

ω） 
（日）

同
注
（
I
）
、
二
一
八
l
一
二
九
頁
。

同
注
（
凶
）
、
七
二
頁
。

同
注
（
U
H

）
、
一
六
八
頁
。

同
注
（

ω）
、
一
二
九
頁
。
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同
注
（
Mm
）
、
一
四
八

t
一
五
三
頁
。

同
注
（
凶
）
、
一
一
一
七
I
一
四
八
頁
、
一
五
四
l
一
六
六
真
。

た
と
え
は
、
『
護
園
随
筆
』
に
「
（
前
略
〉
其
謂
z
之
林
鐘
一
者
。
縁
Z

琴
法
一
字
必
兼
＝
散
寅
二
聾
一
故
誤
耳
。
予
推
得
＝
其
数
↓
別
有
－
一
成
書
ご

と
門
岡
注
〈
川
出
）
、
一
四
八
頁
］
、
「
与
県
雲
洞
第
二
書
」
に
「
著
祭
書
十
巻
、
南
方
羅
百
氏
雪
一
回
甚
勤
、
忘
食
与
憂
、
暑
但
涼
変
、
有
如
一
日
」
と

〔
同
注
（
5
）
、
七
八
頁
〕
、
『
琴
阜
大
意
抄
』
に
「
黄
鐘
ハ
今
ノ
ワ
ウ
シ
キ
ナ
リ
、
コ
ノ
寸
別
ニ
考
ア
リ
、
事
長
ケ
レ
ハ
コ
、
ニ
シ
ル
サ
ス
」

と
門
同
注
（
位
）
〕
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
宇
佐
美
潜
水
『
物
夫
子
著
述
書
目
補
記
』
に
「
祭
出
考
」
と
い
う
書
名
が
あ
る
門
同
注
（
3
）
、
十

一一貝〕。

同
注
（
凶
）
、
二
l
三
頁
。
な
お
、
『
築
制
篇
』
に
「
本
邦
中
世
。
亦
失
此
法
。
琴
調
由
慶
。
遂
以
仲
呂
為
黄
鐘
。
炉
動
仇
v
t
F
p
t十
0

」
と
い
う

文
章
が
あ
る
。
山
懸
大
誌
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
築
律
篇
」
は
す
な
わ
ち
『
築
律
考
』
だ
そ
う
だ
（
『
山
勝
大
武
遺
書
』
所
収
、

甲
陽
図
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
二
月
、
一
一
一
一
一
一

i
三
四
頁
）
。
と
す
れ
ば
、
『
築
制
篇
』
が
ま
た
『
築
室
問
』
校
閲
を
機
に
で
き
、
し
か
も
『
梁

律
考
』
と
相
ま
っ
て
成
立
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

同
注
〈
U
）
、
六
九

t
七
一
一
員
。

同
書
、
万
江
書
院
、
一
九
三

O
年
、
八
三
頁
。

『
中
国
古
典
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
）
、
三
二
号
、

（招）
（臼）
（弘）

（日）
（お）
（幻）
（苅）

一
九
八
七
年
。

〔
付
記
〕
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
脇
田
修
先
生
の
ご
指
導
と
大
庭
傍
先
生
・
今
中
寛
司
先
生
の
ご
教
示
を
受
け
た
。

氏
・
大
石
雅
章
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

〈
一
九
八
七
年
九
月
定
稿
）

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
〉

ま
た
、

長
津
孝
三
氏
・
村
田
路
人
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